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我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
評
価
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
提
出
、
質
問
第
一
八
四
号
「
我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る

同
年
三
月
九
日
送
付
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
八
四
号
）
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
環
境
省
が
設
置
し
た
生
物
多
様
性
総

合
評
価
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
書
が
本
年
五
月
に
公
表
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
再
度
質
問
す
る
。

一

今
回
の
報
告
書
を
受
け
て
、
生
物
多
様
性
の
損
失
、
危
機
は
今
な
お
続
い
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
そ
の
対
応
策
に
お
い
て

は
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
の
長
期
的
な
方
向
性
の
み
を
示
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
具
体
的
な
目
標
年

次
を
掲
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

今
回
の
報
告
書
を
受
け
て
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
の
住
む
地
域
で
の
生
物
多
様
性
の
損
失
、
危
機
に
つ
い
て
の

認
識
を
も
っ
て
初
め
て
予
防
的
な
対
応
策
が
立
て
ら
れ
る
と
思
う
が
、
項
目
ご
と
に
都
道
府
県
・
市
町
村
別
の
分
析
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
生
物
多
様
性
基
本
法
で
は
、
都
道
府
県
・
市
町
村
が
、
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
を
努
力

義
務
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
策
定
の
進
捗
状
況
を
数
字
・
箇
所
な
ど
も
含
め
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

三
に
関
連
し
、
義
務
付
け
な
ど
、
全
国
ス
ケ
ー
ル
で
目
標
を
示
し
て
、
今
後
生
物
多
様
性
の
損
失
を
緩
和
す
る
た
め
の
新

一



法
や
個
別
法
の
改
正
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

今
回
、
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
に
先
立
つ
専
門
家
に
よ
る
準
備
会
合
で
、
海
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え

る
漁
業
の
阻
止
に
取
り
組
む
こ
と
を
締
約
国
に
求
め
る
決
議
案
を
ま
と
め
た
が
、
マ
グ
ロ
な
ど
日
本
の
食
を
守
る
た
め
に
今

後
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
の
か
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

本
年
十
月
に
名
古
屋
で
「
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
」
が
開
か
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
日
本
は
開
催
国
と

し
て
ど
う
責
任
を
果
た
す
べ
き
か
、
鳩
山
内
閣
の
抱
負
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


